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K A T A S H I N A

名木“オキノ桜”デビュー
花咲おらぁのむらづくり推進委員会（会長　今井功さん）によっ
て今年新たに栗生の桜が世にでました。同会の地区活性化推進事
業で案内看板と周辺整備を行ったところ、県道を通るお客さんは
足を止め、予想もしなかった風景に満悦の様子でした。（５／５）
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仕事の後継者
仕事の後継者をみると、「後継者がいる」24.8％、

「後継者はいない」20.4％、「継いでほしいが、まだ
わからない」19.9％、「継いでほしいとは思わない」
16.1％、「まだ、何ともいえない、考えていない」
8.6％、「たぶん継いでくれると思う」7.5％です。

仕事の後継者

居　住　歴
居住歴をみると、「片品村の生まれで、ずっと村

に住んでいる」46.3％、「片品村の生まれで、県外
に住んだあと村に帰ってきた」14.4％、「片品村の
生まれで、県内の他市町村に住んだあと村に帰って
きた」10.5％、「利根沼田地域（片品村以外）の生
まれである」10.4％、「県外・国外の生まれである」
9.2％、「県内の他の市町村（利根沼田地域）の生ま
れである」4.0％などです。
クロス集計をみると、県内の他市町村や県外に住

んだ後、村に帰ってきたのは「40歳」代が高くなっ
ています。

居　住　歴

定住希望
片品村への定住希望では「ずっと住み続けたい」

64.8％、「当分は住み続けたい」12.8％、「はっき
りしない」8.5％、「いずれ、村外へ移転したい」
8.1％などと続いています。
「ずっと住み続けたい」は60歳以上が高く、「村

外へ移転する計画がある」は「18～29歳」で平均
より高くなっています。

片品村に住みつづけたいか

移転を希望する理由
移転を希望する理由をみると、「もっと生活環境

の整った所へ移りたい」22.8％、「仕事の都合で移
りたい（移らなければならない）」15.9％、「もっと
交通の便がよい所へ移りたい」10.2％、「人間関係
が窮屈なので移りたい」9.1％、「もっと文化・レク
リエーションを楽しめる所へ移りたい」6.8％など
です。

移転を希望する理由

帰郷希望者
住民の兄弟姉妹・子どもに帰郷希望者が、「いな

い」は56.2％、「まだわからない」は23.1％、「い
る」は6.8％です。

帰郷希望者

帰郷の計画
帰郷の計画をみると、「条件がそろえば帰りたい」

が39.7％と高く、「具体的な帰郷の計画がある」「定
年後に帰りたい」はそれぞれ22.6％です。

帰郷の計画

参加している活動と今後、参加したい活動
「参加している活動」では、「盆踊りや運動会な

どの地域行事」29.9％、「婦人会・老人会・消防団
などの地域活動」26.1％、「道路、河川清掃・草刈
りなどの環境美化活動」18.1％などが高く、一方、
「今後参加したい活動」では、「趣味、教養のグルー
プ活動」が16.6％、「尾瀬などの自然環境の保護や
自然と親しむ活動」12.3％、「スポーツのグループ
活動」11.8％、「ボランティア活動」11.2％などが
高くなっています。
今後、５％前後の参加率の上昇がみられる項目も

あります。
参加している活動と今後、参加したい活動（あてはまる全てを選択）

■いない　■まだわからない　■いる　■無回答

■参加しているまちづくり活動　　■今後参加したい活動

住民　N＝779

■後継者がいる　■たぶん継いでくれると思う
■継いでほしいが、まだわからない　■継いでほしいとは思わない
■後継者はいない　■まだ、何ともいえない、考えていない　
■無回答

住民　N＝186

■ずっと住み続けたい　　　■当分は住み続けたい
■いずれ村外へ移転したい　■村外へ移転する計画がある
■はっきりしない　　　　　■無回答

住民　N＝779

■仕事の都合で移りたい　■結婚の都合で移りたい　■子どもの教育、将来のため移りたい
■もっと交通の便がよい所へ移りたい　■もっと生活環境の整った所へ移りたい
■もっと自然環境のよい所へ移りたい　■もっと文化等を楽しめる所に移りたい
■人間関係が窮屈なので移りたい ■友人・知人が出ていくから移りたい ■その他 ■無回答

住民　N＝88

■片品村生まれで村に住んでいる　　■県内の他市町村のあとに村に帰郷
■県外に住んだあと村に帰郷　　　　■利根沼田地域（片品村以外）の生まれ
■県内の利根沼田地域以外の生まれ　■県外・国外の生まれ　■その他　■無回答

住民　N＝779

■具体的な帰郷の計画がある　■条件がそろえば帰りたい
■定年後に帰りたい　　　　　■その他　　■無回答

住民　N＝779

住民　N＝779

0％ 100％

0％ 100％

0％ 100％

0％ 100％

0％ 100％

0％ 100％
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第１回（全３回） 回答者の属性と仕事、居住などについて

「第３次片品村総合計画（平成18～27年度）」の
策定にあたって、本村に居住する住民が、村の現状
をどのようにとらえ、将来どのような村となること
を希望し、どのような暮しを望んでいるか、具体的
にどのようにむらづくりを進めていくべきか、住民
のむらづくり活動への参加希望などを把握するため
にアンケート調査を実施しました。このたび調査結
果がまとまりましたので、今月号より３回に分けて
報告します。
なお、組長さんにはアンケート用紙配布、回収に

ついてご協力いただきましたことを深くお礼申しあ
げます。

調査の方法・期間・回収状況
本村に在住している18歳以上の住民について、住

民基本台帳から無作為抽出で対象者1,200人を選び、
各地区の組長さんが直接配付・回収する方法によ
り、平成17(2005)年２月下旬～３月初旬に調査を
実施しました。

回収状況

性　　別
住民の性別は、「男」44.7％、「女」53.6％です。

実際の住民の性別構成と比較すると、女性がやや多
くなっています。

性　　別

年　　齢
住民の年齢は、「18～29歳」11.6％、「30～39歳」

10.5％、「40～49歳」15.0％、「50～59歳」
20.3％、「60～69歳」16.3％、「70歳以上」
18.4％です。
実際の住民の年齢構成と比較すると、「18～29歳」

「30～39歳」「40～49歳」「80歳以上」がやや少な
く、「50～59歳」「60～69歳」「70～79歳」が多く
なっています。

年　　齢

居住地区
住民の居住地域は、「１区」19.1％、「２区」

7.6％、「３区」13.1％、「４区」9.5％、「５区」
11.7％、「６区」3.9％、「７区」13.6％、「８区」

19.8％です。
居住地区

家族構成
家族構成をみると、「単身」6.5％、「夫婦のみ」

17.2％、「親と独身の子」28.5％、「親と子ども夫
婦（孫を含む）」26.2％、「その他」16.9％です。

家族構成

仕事の産業分野
住民の仕事の産業分野をみると、「無職・学生」

17.8％、「観光業（宿泊、スポーツ、レジャー等）」
13.7％、「農林業（専業）」11.4％、「主婦（専業主
婦）」10.8％、「サービス業」10.1％、「建設業」
7.1％、「商業（小売、卸売、飲食）」6.2％、「公務
員（公社を含む）」5.6％、「製造業」3.5％などです。

仕事の産業分野

仕事の景気
仕事の景気をみると、「厳しい」45.5％、「大変厳

しい」30.4％、「変わらない」14.8％、「よい」
4.9％、「たいへんよい」0.7％です。「厳しい」「大
変厳しい」と回答した人が
７割以上で、景気は冷え込んでいる状況です。
産業分野別にみると、「変わらない」は製造業が、

「大変厳しい」は建設業が平均より高くなっていま
す。

仕事の景気

就業形態
就業形態は、「自営業者（農家を含む）」46.0％、

「被雇用者」26.9％、「家族従業者」11.6％、「その
他」7.4％です。

就業形態

Ⅰ　調査の概要

■男　　　■女　　　□無回答

住民　N＝779
住民基本台帳
平成17年3月1日
N＝5,899

■18～29歳　■30～39歳　■40～49歳　■50～59歳
■60～69歳　■70～79歳　■80歳以上 ■無回答

住民　N＝779
住民基本台帳
平成17年3月1日
N＝5,899

■たいへんよい　■よい　■変わらない　■厳しい　■大変厳しい
■その他　　　　■無回答

住民　N＝405

■自営業者（農家を含む） ■被雇用者　■家族従業者　■その他
■無回答

住民　N＝405

■単身　■夫婦のみ　■親と独身の子　■親と子ども夫婦（孫を含む）
■その他　■無回答

住民　N＝779

■農林業（専業） ■製造業　 ■建設業　 ■商業（小売、卸売、飲食）
■観光業（宿泊、スポーツ、レジャー等） ■サービス業（6、8以外のサービス業）
■公務員（公社を含む） ■主婦（専業主婦）
■無職・学生　■その他　■無回答

住民　N＝779
Ⅱ　調査結果分析

0％ 100％

0％ 100％

0％ 100％

住　　民
配布数
1,200票

回収数
803票

回収率
66.9％

有効回答数
779票

有効回答率
64.9％

0％ 100％

0％ 100％

第３次片品村総合計画策定のための住民アンケート調査結果�

0％ 100％

■1区　■2区　■3区　■4区　■5区　■6区　■7区　■8区　■無回答

住民　N＝779
0％ 100％
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平
成
十
八
年
二
月
十
九
日
（
日
）
か

ら
二
十
二
日
（
水
）
に
片
品
村
で
開
催

さ
れ
る
、
第
六
十
一
回
国
民
体
育
大
会

冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
の
テ
ー
マ
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
（
標
語
）、
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
が
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

【
テ
ー
マ
】

応
募
総
数
一
、
一
九
八
点
の
中
か
ら
、

菊き
く

田た

恵
め
ぐ
みさ

ん
（
桐
生
市
・
県
立
桐
生

工
業
高
等
学
校
二
年
）
の
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

﹇
趣
旨
﹈
会
場
地
で
あ
る
片
品
村
は
、

尾
瀬
の
入
山
口
で
す
。
貴
重
な
自
然
の

宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
尾
瀬
を
国

体
の
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
で
、
今
回
の

国
体
を
身
近
に
感
じ
て
欲
し
い
で
す
。

ま
た
、
尾
瀬
の
よ
う
に
さ
わ
や
か
な
大

会
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
標
語
）】

松ま
つ

崎ざ
き

由ゆ

美み

さ
ん
（
新
田
郡
新
田
町
・

家
事
手
伝
い
）
の
「
輝
く
君
が
見
た
い
」

と
横よ

こ

山や
ま

宣よ
し

丈た
け

さ
ん
（
前
橋
市
・
公
務

員
）
の
「
尾
瀬
で
輝
く
君
を
見
た
い
」

の
合
作
で
、
応
募
総
数
一
、
二
六
九
点

の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

﹇
趣
旨
﹈
国
体
の
主
役
は
、
何
と
い
っ

て
も
選
手
の
皆
さ
ん
で
あ
り
、
一
人
一

人
が
力
を
出
し
き
っ
て
輝
い
て
欲
し
い

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
】

応
募
総
数
六
二
五
点
の
中
か
ら
、
眞

庭
大
介
さ
ん
（
利
根
郡
水
上
町
・
県
立

沼
田
高
等
学
校
一
年
）
の
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

﹇
趣
旨
﹈
片
品
村
は
、
尾
瀬
が
全
国
的

に
有
名
で
あ
り
、
そ
の
尾
瀬
に
群
生
す

る
水
芭
蕉
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

水
芭
蕉
の
周
り
を
縁
取
っ
て
い
る
緑
色

と
青
色
は
、
草
木
と
水
を
表
し
て
い
ま

す
。た

く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
多
く
の
人
の
参
加
に
よ

っ
て
、
尾
瀬
国
体
を
成
功
さ
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。
尾
瀬
国
体
ま
で
三
〇
〇
日

余
り
と
な
り
ま
し
た
。

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

四
月
二
十
九
日
（
金
）
箕
郷
町
文
化

会
館
に
お
い
て
、
第
八
回
「
群
馬
県
こ

ど
も
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
県
内
及
び

埼
玉
県
か
ら
十
三
の
こ
ど
も
太
鼓
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
で
は
、
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
が
参
加
し
、
元
気
な

演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
を
契

機
に
、
尾
瀬
太
鼓
が
片
品
村
を
代
表
す

る
郷
土
芸
能
と
し
て
、
ま
す
ま
す
発
展

し
、
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

第
六
十
一
回
ス
キ
ー
国
体
の
テ
ー
マ
・

ス
ロ
ー
ガ
ン
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
定

平
成
17
年
４
月
に
「
群
馬
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

群
馬
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
電
話
で
年
金
に
関
す
る
相
談
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
の
際
に
は
、お
手
元
に
年
金
証
書
や
年
金
手
帳
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

○
名
　
　
称

群
馬
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
（
祝
日
及
び
年
末
年
始
を

除
く
）
の
午
前
８
時
３
０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
電
話
番
号

０
２
７
・
２
９
０
・
３
８
２
２

な
お
、
各
社
会
保
険
事
務
所
に
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
専
用
の
電
話
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

・
渋
川
社
会
保
険
事
務
所
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
（
1
０
２
７
９
・
２

０
・
１
１
６
５
）

―
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
―

年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

第
八
回
群
馬
県
こ
ど
も
太
鼓

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し

ま
し
た

大会マスコットの
ゆうまちゃんです

村
内
７
つ
の
ス
キ
ー
場
社
員
が

国
道
一
二
〇
号
線
沿
い
を
清
掃

四
月
二
十
日
（
水
）
片
品
村
内
ス
キ

ー
場
の
社
員
が
国
道
一
二
〇
号
線
沿
い

の
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
作
業
は
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

中
、
道
路
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
な
ど

の
ゴ
ミ
を
拾
い
、
こ
れ
か
ら
片
品
村
に

訪
れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
き
れ
い
な

風
景
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
十
一

年
前
か
ら
毎
年
片
品
村
ス
キ
ー
場
連
絡

協
議
会
が
音
頭
を
と
り
実
施
し
て
い
ま

す
。こ

の
日
は
小
雨
の
降
る
生
憎
の
天
気

で
し
た
が
、
各
ス
キ
ー
場
か
ら
参
加
し

た
二
十
八
名
の
社
員
は
椎
坂
峠
に
集
合

し
国
道
一
二
〇
号
線
を
片
品
方
面
と
沼

田
方
面
に
分
か
れ
道
路
沿
い
に
捨
て
ら

れ
て
い
る
空
き
缶
五
十
六
袋
と
燃
え
る

ゴ
ミ
四
十
六
袋
、
約
三
四
〇
㌔
を
拾
い

ま
し
た
。

雨のなかお疲れさまでした。椎坂峠にて
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ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

片
品
村
交
通
安
全
協
会
婦
人
部
で

は
、
村
内
の
各
小
学
校
へ
入
学
し
た
一

年
生
に
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

と
願
を
込
め
た
手
作
り
の
マ
ス
コ
ッ
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
今
年
の
干
支

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
お
守
り
で
三
五
〇
個

を
作
成
し
た
も
の
の
一
部
で
す
。

今
後
も
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

配
布
し
て
い
く
予
定
で
す
。

お
互
い
に
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を

守
り
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
し
て
悲
惨
な

事
故
が
一
件
で
も
減
る
よ
う
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
安
全
を
願
い

マ
ス
コ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

マスコットを受けとる新入生安全協会婦人部の皆さん

■非常に住みやすくなった　　住みやすくなった
変わらない　　　　　　　　住みにくくなった
非常に住みにくくなった　　転入したばかりでわからない
無回答

0％ 100％
住民　N＝779

「参加している活動」と「今後、参加したい活動」
をあわせてみると、「尾瀬などの自然環境の保護や
自然と親しむ活動」「ボランティア活動」「資源回収
や不用品の交換などのリサイクル活動」「健康づく
り、保健・医療、衛生などの保健・福祉活動」など
が今後の参加が高くなり、反対に、「婦人会・老人
会・消防団などの地域活動」「盆踊りや運動会など
の地域行事」などは、参加率が減る可能性がありま
す。
年代別に見ると、「子供会、スポーツ少年団の指

導や世話などの活動」「資源回収や不用品の交換な
どのリサイクル活動」「趣味、教養のグループ活動」
「スポーツのグループ活動」は「30歳代」が平均よ
り高く、「国際交流活動」は「18～29歳」が平均よ
り高くなっています。

活動参加意向の今後の動き

村の誇り（魅力）
村の誇り（魅力）では、「尾瀬・武尊丸沼・菅沼」

72.7％が最も高く、次いで「スキー場」54.3％、
「特産品（とうもろこし、りんご、高原野菜、山菜、

ミズバショウ等）」43.0％、「緑が多く、空気がよい」
30.2％、「温泉」26.7％、「水のうまさ」26.4％、
人々の暖かい人情やサービス」12.3％などです。

村の誇り（魅力）（３つまで選択）

片品村は住みやすくなったか
片品村は住みやすくなったかをみると、「変わら

ない」が54.6％で最も高く、次いで「住みやすくな
った」17.8％、「住みにくくなった」14.2％、「非
常にすみにくくなった」2.6％、「非常に住みやすく
なった」2.2％などです。
「住みやすくなった」と思う人の方が「住みにく

くなった」と思う人よりやや多いようです。
「住みやすくなった」は「70歳代」が平均より高

くなっています。
片品村は住みやすくなったか

住民　N＝779

図書室だよ
り�

江戸に心から愛されている一膳飯屋がありました。幼い頃
の辛い思い、家族への愛、知恵を使い、こころざしを捨てず、
ひたむきに汗を流したおんなの生き方。
上手く炊けた飯といわしの煮付け、だいこんの煮物、漬

物・・・掲げた看板は《だいこん》
＊火～金曜日午後1時̃5時開室
＊■はお休みです。
＊□はみやま号巡回日です。

図書室カレンダー

『 だいこん 』 山本一力 著

読んでみませんか
日 月 火 水 木 金 土
29 30 31 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 2

６
１

７
１



広報かたしな H17. 5

7

Key words: キーワード：
clothing 衣類　　tyle 流儀　　cautious 用心深い　　mix 混ぜる
sneakers スニーカー　　inappropriate 不適当な　　tuck in 押し込む
casual 普段着の　 traditional 伝統的な　 wear (n.)着用　 crowded 込み合った

Fashion is difficult to write about because we all
have our own ideas about clothing styles.
服装については皆それぞれ考えを持っているのでファ
ッションについて書くことはむずかしい面があります。

Many Americans are cautious about wearing the right clothes at
the right time and place.
アメリカ人の多くは時や場所に合った服装にとても気をつかいます。
Japanese people seem to mix their styles more freely. 
日本人はより自由に着こなしているようにみえます。
For example, many business people wear sneakers with their
suits.
ビジネスマンの多くがスーツにスニーカーというのがその例です。
That would be considered inappropriate for most offices in the
U.S.
合衆国のほとんどのオフィスでは適当ではないとされています。
On the other hand, Americans don't often tuck in our casual
shirts, but Japanese almost always do.
また、アメリカ人は普段着のシャツをズボンに入れませんが、日本人の
多くは入れます。
The biggest difference between Japanese fashion and American
fashion, though, is the use of traditional clothing in daily wear.
しかし、日本とアメリカの一番大きな違いは、日常生活の中で伝統的な
服装をするかどうかだと思います。
It makes me happy to see people wearing kimono on trains or
farming hats on crowded city streets.
電車の中で着物姿の人を見かけたり人通りの多い街中で農作業の帽子を
かぶった人を見たりするのは楽しいことです。
Don't worry what people may think?just wear what makes you
comfortable!
人がどう思おうと自分に合った服装が一番快適ですよね！

Fashion ファッション
☆生涯学習講座関係
・おもしろ科学教室
・第３回古文書を読む会

☆青少推、子育連関係
・青少年健全育成中央会議

☆社会体育関係
・社会人野球夏季リーグ戦開幕

☆婦人会関係
・第３回役員定例会
・婦人研修会

☆スポ少関係
・スポ少球技大会打ち合わせ

☆学校関係
◇全学校
・片品村教育研究会
・よい歯のコンクール

◇片小
・プール開き
・尾瀬学習（５年）
・ダム見学（４年）
・白根山遠足（３年）
・学校保健委員会
・避難訓練

◇北小
・プール清掃
・遠足（１・２年）
・プール開き　13日
・尾瀬学習（３～６年）
・尾瀬学習（４～６年）
・通学路清掃
・学校保健委員会

◇南小
・ＰＴＡ奉仕作業
・健全育成美化運動
・プール清掃
・プール開き
・学校保健委員会

◇武尊根小
・プール清掃
・グランドゴルフ交流会
・学校保健委員会
・日曜参観・親子行事
・振替休業日
・武尊根記録会

◇片中
・環境ボランティア
・学校一日公開参観日
・環境奉仕日
・郡中体連陸上大会
・自然観察会（3年）
・校内マラソン大会
・ＰＴＡ親子ふれあい環境奉仕日

・期末テスト

11日
下旬

下旬

15日
27日

上旬

７、30日
３日

１日
14日
16日
17日
27日
29日

２日
８日
13日
16日
17日
21日
29日

１日
４日
８日
15日
24日

６日
９日
13日
26日
27日
29日

６日
14日
16日
18日
21日
24日

24日
30日

６月

生涯学習予定表�生涯学習予定表�

※予定が変更される場もありますので、予め
御了承ください。

広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
七
年
四
月
俳
句
会

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

無
人
売
り
の
根
芹
夕
餉
に
香
り
け
り

花
便
り
夫
の
座
椅
子
の
カ
バ
ー
替
え

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

雪
解
水
春
の
鼓
動
を
刻
む
朝

靴
の
子
に
踏
ま
れ
横
向
く
つ
く
し
ん
ぼ

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

春
光
や
鳶
低
く
舞
う
川
し
ぶ
き

う
ぐ
い
す
の
初
音
と
と
の
ふ
夕
山
路

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

翁
草
咲
い
て
客
待
つ
寄
居
の
湯

雪
解
庭
も
の
の
芽
ぞ
ろ
ぞ
ろ
顔
出
し
ぬ

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

余
生
ま
だ
闘
志
の
ぞ
か
す
花
の
道

煽
ら
れ
て
東
風
に
逆
う
カ
ラ
ス
か
な

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

黒
土
の
匂
ひ
う
れ
し
く
花
植
え
る

退
院
の
老
姉
の
眸
や
さ
し
黄
水
仙

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

蕗
味
噌
の
香
た
だ
よ
う
焼
む
す
び

春
風
や
お
し
ど
り
谷
間
に
姿
み
せ

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

花
冷
の
五
体
の
ば
し
て
露
天
風
呂

水
増
し
つ
日
差
し
踊
ら
せ
雪
解
川

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

三
十
三
才
声
残
し
翔
つ
雪
斑
山

芽
吹
山
瀬
に
お
し
ど
り
の
美
し
き

鎌
田
　
　
　
木
内
　
山
人

生
き
る
す
べ
身
に
お
ぼ
え
な
き
卒
業

と
て

三
ヶ
峰
毛
の
鎮
守
と
お
ご
そ
か
に

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

春
霞
嶺
に
帯
引
く
村
あ
け
り

ふ
き
も
じ
の
香
り
訪
ね
て
野
辺
路
か
な

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

豆
腐
屋
の
喇
叺
や
春
の
城
下
町

求
愛
の
鴛
鴦
静
か
に
弥
生
尽

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

菜
の
花
や
積
木
の
や
う
な
家
が
建
ち

今
年
ま
た
同
じ
種
蒔
く
農
日
記

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

針
の
山
天
王
桜
武
家
屋
敷

花
見
茶
屋
天
王
桜
花
の
そ
ば

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

俺
れ
だ
っ
て
春
に
は
春
の
思
い
あ
り

春
眠
を
チ
ャ
イ
ム
の
音
に
起
さ
れ
し

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

里
山
は
彼
岸
鹿
の
子
に
雪
残
る

菜
園
に
助
っ
と
来
た
る
春
の
蟻

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

目
薬
の
一
滴
春
の
寒
さ
か
な

鴬
に
弾
む
心
の
歩
み
よ
る

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

梅
香
る
同
年
の
友
葬
る
道

椎
茸
の
駒
打
つ
音
が
響
く
村
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三
月
下
旬
、
夜
中
の
一
時
半
に
市

旺
さ
ん
の
工
場
を
訪
ね
た
。
少
し
早

か
っ
た
か
な
、
と
思
っ
た
が
「
丁
度

良
い
所
へ
来
た
ね
、
新
し
い
豆
腐
を

作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
さ
」
と
市
旺
さ

ん
。
お
か
ら
が
出
な
い
豆
腐
に
挑
戦

し
て
い
る
と
い
う
。

周
り
の
協
力
を
得
て
尾
瀬
ド
ー
フ

を
始
め
て
十
年
が
過
ぎ
た
。
十
年
や

っ
て
き
て
、
他
の
豆
腐
屋
と
違
う
と

こ
ろ
は
、
片
品
で
作
っ
た
大
白
大
豆

を
使
う
と
こ
ろ
。
大
白
は
他
の
大
豆

と
違
っ
て
原
料
は
高
く
な
る
が
、
独

特
の
味
が
出
る
。
他
県
の
片
品
に
似

た
畑
で
作
っ
て
も
、
な
か
な
か
良
い

大
豆
に
な
ら
な
い
と
い
う
。
あ
れ
か

ら
一
ヶ
月
、
四
月
下
旬
、
完
成
第
一

今
月
の
匠

利
根
川
源
流
の
片
品
村
と
、
県
で

利
根
川
の
最
終
地
点
、
水
郷
の
町
と

言
わ
れ
て
い
る
板
倉
町
。

県
知
事
が
、
県
の
幹
部
の
人
に
そ

の
年
度
の
施
策
方
針
を
発
表
す
る
、

県
幹
部
会
議
、
今
迄
は
県
庁
で
開
催

さ
れ
て
い
た
が
、
昨
年
度
か
ら
会
議

と
と
も
に
地
方
の
実
状
に
も
触
れ
た

い
と
い
う
こ
と
で
、
片
品
村
で
初
め

て
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
折
片
品
村
の
知
事
さ
ん
と
の

フ
リ
ー
ト
ー
ク
（
自
由
な
話
し
合
い
）

で
は
、
将
来
の
片
品
村
を
担
う
、

中
・
高
学
校
生
の
発
言
が
多
か
っ

た
。
そ
の
中
で
片
品
に
は
図
書
館
が

無
い
の
で
造
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
発

言
、
こ
の
発
言
に
対
し
て
尾
瀬
高
校

の
Ｏ
Ｂ
も
応
援
、
年
度
内
に
尾
瀬
校

内
に
実
現
し
た
。
今
年
は
板
倉
町
で

の
開
催
、
広
報
の
呼
び
か
け
で
私
も

参
加
し
た
。

朝
七
時
、
二
十
七
人
で
役
場
出
発
。

十
時
四
十
分
板
倉
着
、
こ
の
長
い
旅

路
も
、
ガ
イ
ド
役
を
務
め
た
笠
原
紀

美
子
さ
ん
の
、
参
加
者
一
人
一
人
か

ら
そ
の
人
の
歴
史
を
尋
ね
る
楽
し
い

ガ
イ
ド
、
ま
た
会
場
に
到
着
す
る
と
、

小
寺
知
事
さ
ん
や
板
倉
町
の
皆
さ
ん

の
明
る
い
笑
顔
、
疲
れ
が
さ
わ
や
か

に
消
え
て
い
っ
た
。
片
品
村
参
加
者

の
持
ち
寄
っ
た
様
々
な
一
品
料
理
も

大
好
評
だ
っ
た
。
帰
り
に
は
、
渡
瀬

遊
水
池
、
来
電
神
社
、
東
洋
大
学
な

ど
見
学
し
た
。
こ
の
旅
を
契
機
と
し

て
板
倉
町
と
の
交
流
に
期
待
し
た

い
。（

広
報
リ
ポ
ー
タ
ー
　
千
明
政
夫
）

⑭

知っていますか　福祉医療制度
★ 制度の概要は？
福祉医療費支給対象者の健康管理の向上を図るため、

自己負担しなければならない費用を村が負担し、福祉
の推進・向上を図るためのものです。
★ 支給対象となるのは？
０歳から７歳未満の乳幼児・身体に障害のある方

（障害者手帳１・２級）・国民年金の障害者年金受給者
（１級）・母子、父子家庭の方（所得税非課税者）が対象
者です。
★ 医療機関にかかるときは？
加入されている健康保険者証と福祉医療費受給資格

者証を医療機関の窓口へ提示してください。また、県
外等で医療機関にかかった場合は、領収書を役場保健
福祉課へ持ってきてください。決められた金額をお返
しします。
★ その他
対象者別に有効期限が指定されていますので、更新

等の際は役場から連絡をしますので手続きを行ってく
ださい。また、対象者の状況（障害の程度・年齢等）
が変更になった場合は対象外になります。有効期限の
終わった受給者証や対象外になった受給者証は、必ず役
場へ返還してください。
★ 詳しい問い合わせ先は　役場保健福祉課まで

1５８‐２１１５

国保だより�国保だより�

国
保
だ
よ
り�

国
保
だ
よ
り�

千
　
明
　
市
　
旺
さ
ん

築
地
（
尾
瀬
ド
ー
フ
）

号
が
で
き
た
か
ら
試
食
し
て
み
て
く

れ
と
言
わ
れ
た
。
昼
食
後
に
よ
ば
れ

て
み
た
が
、
桧
枝
岐
名
物
の
ハ
ッ
ト

ウ
料
理
を
思
い
出
す
味
で
腹
持
ち
が

良
か
っ
た
。
お
か
ら
の
出
な
い
豆
腐

は
二
・
三
年
前
か
ら
の
考
え
だ
っ
た

と
か
。
今
使
用
し
て
い
る
機
械
で
は

上
手
く
行
か
ず
、
長
野
の
石
臼
を
使

っ
て
第
一
号
は
出
来
上
が
っ
た
。
お

か
ら
に
は
、
健
康
に
良
い
と
さ
れ
る

も
の
が
沢
山
入
っ
て
い
る
が
、
今
ま

で
手
間
隙
か
け
て
処
分
し
て
き
た
。

大
白
は
貴
重
な
の
に
半
分
も
捨
て
て

き
た
。
和
食
の
一
番
の
味
と
な
る
醤

油
、
味
噌
は
全
て
大
豆
が
原
料
。
村

内
の
台
所
が
大
白
を
加
工
し
た
材
料

で
う
ま
り
、
宿
、
食
堂
、
レ
ス
ト
ラ

ン
で
大
豆
食
品
を
使
っ
て
も
ら
う
こ

と
と
、
土
産
品
と
し
て
売
り
込
む
こ

と
で
、
こ
の
大
白
大
豆
が
村
の
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
村
を
活
性
化
し
、
高
齢

者
の
雇
用
と
生
き
が
い
を
確
保
し
、

農
・
商
・
観
光
が
連
携
し
て
良
い
方

に
向
け
ば
、
若
い
人
も
片
品
へ
帰
っ

て
来
て
働
け
る
。
大
白
大
豆
は
あ
る

程
度
知
名
度
も
あ
り
、
村
作
り
の
要

に
な
る
し
、
そ
の
役
割
も
果
た
せ
る
」

と
熱
く
語
っ
た
。「
互
助
互
恵
〝
の

精
神
を
基
本
に
二
十
年
の
構
想
（
大

白
を
核
に
し
た
村
づ
く
り
）
は
中
盤

に
来
た
。
あ
と
十
年
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
生
産
者
・
消
費
者
と
の
交

流
の
場
づ
く
り
を
し
つ
つ
、
二
十
一

世
紀
の
日
本
の
モ
デ
ル
に
な
る
村
作

片品村から持参した料理を食べる知事

�
�
�知事と
利
根
川
上
下
流
地
域
交
流

試作品を前に構想を語る市旺さん

夜中一番に仕事にかかる市旺さん

り
（
循
環
型
農
村
社
会
シ
ス
テ
ム
）

を
目
指
し
た
い
」
と
い
う
市
旺
さ
ん
。

身
体
に
気
を
つ
け
て
構
想
に
向
か
っ

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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【
支
給
内
容
】

▽
対
象
年
齢

義
務
教
育
就
学
前
（
六
歳
到
達
後

最
初
の
年
度
末
ま
で
）

＊
平
成
十
一
年
四
月
二
日
以
後
に
生

ま
れ
た
児
童

▽
手
当
額

第
一
子
・
第
二
子
　
月
額
五
千
円

第
三
子
以
降
　
　
　
月
額
一
万
円

▽
支
払
時
期

二
月
・
六
月
・
十
月
の
各
十
日

（
金
融
機
関
が
休
み
の
場
合
は
前
日
）

▽
そ
の
他

児
童
手
当
は
、
養
育
者
か
ら
の
申

請
が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
は
、
在
住
地
の
市
町
村
窓
口

（
公
務
員
は
勤
務
先
）へ
。

但
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
所
得
が
一

定
額
以
上
の
方
に
は
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

【
手
続
き
の
期
間
】

▽
新
規
請
求
の
方

所
得
が
限
度
額
以
内
で
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、
早
急
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
支
給
開
始
は
申

請
の
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。）

▽
現
在
手
当
を
受
給
中
の
方

「
現
況
届
」
を
六
月
三
十
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
は
、
六
月
一
日
に
お
け
る

状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
続

き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
六
月

分
以
降
の
手
当
の
支
給
が
差
し
止
め

ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

▽
手
続
き
・
問
い
合
せ
先

役
場
保
健
福
祉
課
児
童
手
当
係

（
内
線
２
３
４
）

平成17年度

利根東部衛生施設組合の予算が決まりました
５億９,３０５万円

平成17年度の予算は３月30日開会の定例組合議会において原案どおり可決いたしまし

た。前年に比べて0.1％の増となりました。本年度増額となった歳出は、一般管理費です。

歳入の両村負担金は５億４,９００万円です。

予
算
額

（単位　千円）（単位　千円）

款

1

2

3

4

5

分担金及び負担金

使用料及び手数料

財 産 収 入

繰 越 金

諸 収 入

549,000

22,404

5

20,000

1,641

593,050

544,000

22,404

5

25,000

1,341

592,750

5,000

0

0

－5,000

300

300

両村負担金

ごみ処理手数料

基 金 利 子

前年度繰越金

利子、その他

本年度予算額 前年度予算額 比　較 説　明 款

1

2

3

4

5

議 会 費

総 務 費

衛 生 費

公 債 費

予 備 費

498

41,148

256,716

293,688

1,000

593,050

498

39,950

257,614

293,688

1,000

592,750

0

1,198

－898

0

0

300

議会経費

人件費、その他

維持管理費

償 還 金

本年度予算額 前年度予算額 比　較 説　明

歳　　入 歳　　出

計 計

尾瀬クリーンセンターからお願い
１、新聞・雑誌・ダンボールは資源ごみ、月１回リサイクルステーションへ（場所、日時は資源の
回収日程表を見てください）

２、ビン、ペットボトルはキャップをとり軽く水洗いしてください。
３、ペットボトル、紙パックは資源です。ごみで出さないでください。

児童手当所得制限限度額表

※老人扶養親族がある場合
一人につき６万円を加算。

特例給付

4 6 0
4 9 8
5 3 6
5 7 4
6 1 2
6 5 0

3 0 1
3 3 9
3 7 7
4 1 5
4 5 3
4 9 1

０人
１人
２人
３人
４人
５人

児童手当 養親族等
の数

（単位：万円）

申
請
資

格
無
し

は
い

い
い
えは

い

い
い
え

認
定
請
求

申
請
資
格

無
し

「
現
況
届
」

六
月
三
十
日
ま
で

は
い

い
い
え

義
務
教
育
就
学
前
児
童
を
養
育
し

て
い
ま
す
か
？

現
在
、
児
童
手
当
を

受
け
て
い
ま
す
か
？

所
得
制
限
限
度
額
以

内
で
す
か
？

����������������������������������

ご
存
じ
で
す
か
？
　

児
　
童
　
手
　
当
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ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

片
品
村
農
業
協
同
組
合
・
片
品
村

観
光
協
会
・
片
品
村
商
工
会
・
片
品

村
森
林
組
合
・
片
品
村
振
興
公
社
・

㈱
群
馬
フ
ジ
カ
ラ
ー

十
二
、
応
募
票

別
表
三
参
照

十
三
、
審
査
員

第
一
部
　
日
本
写
真
協
会
会
員

新
井
幸
人
先
生

第
二
部
　
地
域
の
景
観
や
文
化
財

な
ど
に
詳
し
い
方
二
名

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
片
品
村
役
場

む
ら
づ
く
り
観
光
課
（
1
〇
二
七

八
―
五
八
―
二
一
一
二
）
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

★
マ
ル
チ
等
一
般
家
庭
で
焼
却
す
る

事
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

★
こ
れ
ら
の
物
は
、
法
律
で
決
め
ら

れ
た
方
法
で
処
理
し
ま
し
ょ
う
！

★
処
理
方
法
は
、
左
記
の
通
り
と
な

っ
て
い
ま
す
！

詳
し
く
は
片
品
村
農
協
購
買
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

片
品
村
園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適

正
処
理
推
進
協
議
会

1
５
８
―
２
３
２
１

す
。
画
像
加
工
禁
止
・
イ
ン
ク
ジ

ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
不
可
）

③
春
〜
冬
季
の
四
季
を
通
じ
た
作

品
。

第
二
部

①
第
一
部
の
②
〜
③
に
つ
い
て
は
同

じ
で
す
。

②
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
写
真
＝
キ
ャ

ビ
ネ
サ
イ
ズ

四
、
応
募
方
法

作
品
の
裏
面
に
画
題
、
住
所
・
氏

名
等
必
要
事
項
を
記
入
し
た
応
募
票

を
貼
付
し
て
、
下
記
ま
で
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
片
品
村
役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課

（
〒
三
七
八
―
〇
四
九
八
　
片
品
村

大
字
鎌
田
三
九
六
七
―
三
）

五
、
締
め
切
り

平
成
十
七
年
十
一
月
十
一
日
（
金
）

締
め
切
り
当
日
の
消
印
有
効

六
、
応
募
要
領
配
布
場
所

片
品
村
役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課

（
片
品
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

htt://w
w
w
.vill.katashina.gun

m
a.jp/)

七
、
賞
・
村
長
賞
ほ
か

別
表
一
参
照

別
表
二
参
照

八
、
発
表
・
展
示
（
後
日
片
品
村
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
）

一
、
趣
旨

片
品
村
に
残
る
美
し
い
景
観
は
、

片
品
に
住
む
人
々
の
長
い
営
み
の
中

で
育
ま
れ
、
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

美
し
い
景
観
は
人
々
に
潤
い
と
安

ら
ぎ
を
与
え
、
私
た
ち
村
民
の
心
の

絆
と
な
っ
て
、
ふ
る
さ
と
片
品
へ
の

誇
り
と
愛
着
を
育
て
て
い
く
も
の
で

す
。村

内
の
美
し
い
景
観
を
改
め
て
振

り
返
り
、
認
識
し
て
頂
く
た
め
に
、

こ
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
財
産
を
次

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
す
る
も
の
で
す
。

二
、
テ
ー
マ

村
内
の
茅
葺
き
の
民
家
・
蔵
な
ど

の
歴
史
的
建
築
物
、
花
壇
・
果
樹

園
・
田
畑
・
ブ
ナ
林
・
河
川
・
人
々

の
働
く
風
景
・
お
祭
り
な
ど
身
近
な

景
観
を
撮
影
し
た
作
品
。

三
、
部
門

第
一
部

①
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
写
真
＝
四
つ

切
り
サ
イ
ズ
（
ワ
イ
ド
四
つ
切
り

不
可
）

②
単
写
真
、
未
発
表
ま
た
は
発
表
予

定
の
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
の
場
合
は

銀
塩
処
理
し
た
も
の
に
限
り
ま

h
tt://w

w
w
.vill.katash

in
a.gu

nm
a.jp/)

入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
十
一
月

下
旬
に
本
人
あ
て
ご
通
知
い
た
し
ま

す
。

＊
展
示
場
所
（
全
作
品
）

①
平
成
十
七
年
十
二
月
二
日
〜
五
日

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

＊
入
賞
作
品
展
示
場
所

①
平
成
十
七
年
十
二
月
十
一
日
〜
十

四
日

群
馬
県
庁
庁
舎
一
階
県
民
ホ
ー
ル

②
平
成
十
八
年
三
月
六
日
〜
十
日

東
京
都
有
楽
町
ふ
る
さ
と
情
報
プ

ラ
ザ

九
、
そ
の
他

入
賞
作
品
の
版
権
（
使
用
権
）
は
、

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

入
賞
さ
れ
た
方
は
、
作
品
ネ
ガ

（
ポ
ジ
）
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。提

出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
入
賞
を

取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
入

賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。）

な
お
、
選
外
と
な
っ
た
作
品
は
、

応
募
店
経
由
で
返
却
し
ま
す
。（
郵

送
で
応
募
し
た
作
品
は
、
宛
名
を
明

記
し
て
、
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
た

場
合
に
限
り
、
返
却
し
ま
す
。）

十
、
主
催

片
品
村
（
事
務
局
片
品
村
役
場
む

ら
づ
く
り
観
光
課
）

十
一
、
協
賛

第
一
回

片
品
村
「
今
残
し
た
い
片
品
の
景
観
」

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
要
領

村 長 賞 一 席
議 長 賞 二 席
片品村農協長・商工会長賞・
森林組合長・観光協会長
むらづくり観光課長賞
景観審議会会長賞
特 選
入 選

ふ る さ と 賞
ほ の ぼ の 賞

別表１　　第１部

別表２　　第２部

１点
２点

４点

１点
１点
20点
30点

５点
５点

記　　念　　品
記　　念　　品

３万円相当商品券他副賞
２万円相当商品券他副賞

１万円相当商品券他副賞

５千円相当商品券他副賞
５千円相当商品券他副賞
記　　念　　品
記　　念　　品

写真コンテスト
「今残したい片品の景観」応募票

画　　　題

氏　　　名

住　　　所
電　　　話
ＦＡＸ番号
撮 影 月 日
撮影データ
撮 影 場 所
応 募 理 由
（撮影動機）

別表３

平
成
十
七
年
度

廃
プ
ラ
回
収
の
お
願
い

に
つ
い
て

① 回 収 日
６／　７【火】 ７／２６【火】
８／２３【火】 ９／２７【火】

１０／１８【火】 １１／２２【火】

② 回収場所 築地 野菜集配センターへ持ち込みとなっています。

③ 回 収 袋 農協 購買課 で扱っています。１袋５０円

④ 処 理 量
１袋 ２０ｋｇ ８００円となっています。
【この他に村より別途２００円の補助がされています。】

⑤ そ の 他 回収袋には住所氏名を必ず記入しましょう。
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利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、

普
通
救
命
講
習
会
の
参
加
者
を
一
般

募
集
し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
、
受

講
者
に
は
講
習
修
了
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

☆
実
施
時
期
・
場
所

☆
実
施
時
刻

各
会
場
と
も
午
前
九
時
か
ら
正
午

ま
で
。（
八
時
三
〇
分
か
ら
受
付
）

☆
申
込
場
所

も
よ
り
の
消
防
署
で
午
前
八
時
三

申
込
期
限

六
月
十
一
日
（
土
）

申
し
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
電
話
０
２
７
・

２
２
４
・
５
７
０
０
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２

７
・
２
２
１
・
４
０
８
２
）

国
土
交
通
省
の
砂
防
事
業
に
伴

い
、
伐
採
し
た
木
を
「
薪
木
」
と
し

て
再
資
源
化
す
る
た
め
に
、
今
年
も

無
料
で
配
布
い
た
し
ま
す
。

と
き

六
月
十
八
日
（
土
）、
二
十

五
日
（
土
）、
七
月
十
六
日
（
土
）
の

三
日
間
　
午
後
二
時
〜
午
後
四
時

と
こ
ろ

利
根
沼
田
県
民
局
庁
舎

内
容

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
（
生
き

方
・
働
き
方
）
は
自
分
で
デ
ザ
イ

ン
す
る
と
い
う
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
」
の
考
え
方
に
関
す
る
講

義
・
事
例
発
表
・
実
習
を
と
お
し

て
、
新
し
い
時
代
の
自
分
ら
し
い

「
個
人
・
地
域
人
・
職
業
人
」
と

し
て
の
あ
り
方
を
学
習
し
ま
す
。

対
象

県
民
で
原
則
的
と
し
て
三
日

間
参
加
で
き
る
人

定
員

五
十
人
（
先
着
順
）

希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
申
込
先

ま
で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希

望
数
量
を
ご
連
絡
下
さ
い
。

配
布
日
時
が
決
ま
り
次
第
、
当
所

か
ら
ご
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

な
お
、
申
込
人
数
に
よ
り
配
布
量

を
調
整
さ
せ
て
頂
き
こ
と
、
積
込
・

運
搬
に
つ
い
て
は
ご
自
身
で
責
任
を

持
っ
て
行
っ
て
頂
く
こ
と
を
条
件
と

い
た
し
ま
す
の
で
予
め
御
了
承
下
さ

い
。

申
込
期
限

平
成
十
七
年
五
月
三
十
一
日

申
込
先

国
土
交
通
省

利
根
川
水
系
砂
防
事
務
所

片
品
出
張
所

1
５
８
―
２
０
６
１

自
動
車
税
の
納
税
は
安
全
・
便

利
・
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
自
動
車
税
事
務
所

1
０
２
７
―
２
６
３
―
４
３
４
３

・
沼
田
県
税
事
務
所

1
２
２
―
４
３
３
６

※
沼
田
行
政
事
務
所
県
税
部
は
四
月

か
ら
沼
田
県
税
事
務
所
に
な
り
ま
し

た
。

普
通
救
命
講
習
会
の

お
知
ら
せ

〝
あ
な
た
も
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
、

心
肺
蘇
生
法
を
！
〞

群
馬
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

支
援
講
座
Ⅰ
（
基
礎
編
・

沼
田
会
場
）
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

「
薪
木
」
の
無
料
配
布
に
つ
い
て

自
動
車
税
は
五
月
三
十
一
日

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

〇
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
受
付
（
電

話
申
込
・
土
・
日
・
祝
日
も
受
け
付

け
ま
す
）

☆
締
め
切
り

定
員
に
な
り
し
だ
い
又
は
開
催
日

の
二
日
前
（
金
曜
日
）

詳
し
い
こ
と
は
各
消
防
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い

・
中
央
消
防
署
（
２
４
）
１
７
３
４

・
東
消
防
署
　
（
５
６
）
２
３
０
０

・
西
消
防
署
　
（
６
４
）
０
０
０
２

・
北
消
防
署
　
（
７
２
）
４
３
４
９

開　催　日

６／　９（日）

８／２８（日）

９／　４（日）

１１／２０（日）

１／２２（日）

北 消 防 署

中 央 消 防 署

東 消 防 署

西 消 防 署

中 央 消 防 署

２０名

３０名

２０名

２０名

３０名

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

場　　所 定　員

広報かたしな H17. 5
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関
東
信
越
国
税
局
か
ら

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

―
事
業
主
の
皆
様
へ
―

温
泉
法
施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り

温
泉
利
用
施
設
に
お
け
る

掲
示
項
目
が
追
加
さ
れ
ま
す

平
成
十
七
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
、

温
泉
利
用
施
設
に
お
い
て
、
温
泉
に

加
水
、
加
温
、
循
環
装
置
の
使
用
、

入
浴
剤
添
加
、
消
毒
処
理
な
ど
を
行

っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
旨
と
そ
の

理
由
の
掲
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

す
で
に
掲
示
済
み
の
項
目
、
内
容

○
温
泉
の
成
分
等

源
泉
名
、
温
泉
の
泉
質
・
温
度
・

成
分
・
成
分
の
分
析
年
月
日
・
登

録
分
析
機
関
の
名
称
及
び
登
録
番
号

○
利
用
上
の
注
意
事
項

浴
用
又
は
飲
用
の
禁
忌
症
、
浴
用

又
は
飲
用
の
方
法
及
び
注
意

新
た
に
掲
示
す
べ
き
項
目
、
内
容

◎
加
水

温
泉
に
水
（
湯
、
氷
、
雪
含
む
）

を
加
え
て
利
用
す
る
場
合
、
そ
の

旨
及
び
そ
の
理
由
を
掲
示
す
る
。

◎
加
温

温
泉
を
加
温
し
て
利
用
す
る
場

合
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
掲

示
す
る
。

◎
循
環
・
ろ
過

浴
槽
等
で
使
用
さ
れ
た
温
泉
を
再

び
浴
槽
等
で
使
用
す
る
場
合
は
、

そ
の
旨
（
ろ
過
を
実
施
し
て
い
る

場
合
は
そ
の
旨
含
む
）
及
び
理
由

を
掲
示
す
る
。

◎
入
浴
剤
、
消
毒

温
泉
に
入
浴
剤
を
添
加
し
、
ま
た

は
温
泉
を
消
毒
し
て
利
用
す
る
場

合
は
、
添
加
し
た
物
質
の
名
称
ま

た
は
実
施
し
た
消
毒
方
法
及
び
そ

の
理
由
を
掲
示
す
る
。

問
合
せ
先

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

1
２
３
―
２
１
８
５

人
権
擁
護
委
員
法
の
施
行
日
で
あ

る
六
月
一
日
が
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
ら
れ
、
こ
の
日
を
自
己

研
鑽
の
日
と
し
て
、
そ
の
使
命
を
再

確
認
す
る
と
と
も
に
、
啓
発
行
事
と

し
て
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知

徹
底
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図

る
た
め
、
左
記
の
と
お
り
特
設
人
権

相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
午
後
に
は
、
記
念
行
事
と

し
て
、
沼
田
警
察
署
尾
瀬
交
番
所
長

の
横
堀
明
司
さ
ん
を
招
い
て
、
ご
講

演
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

な
お
、
講
演
会
終
了
後
、
前
橋
地

方
法
務
局
沼
田
支
局
佐
藤
係
長
か
ら

管
内
の
活
動
と
関
係
団
体
の
連
携
に

つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
す
。

良
い
機
会
で
す
の
で
是
非
、
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

■
特
設
人
権
相
談
所

日
　
時

六
月
一
日
（
水
）

午
前
十
時
〜
正
午

場
　
所

役
場
二
階農

林
指
導
室

■
講
演
会

日
　
時

六
月
一
日
（
水
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時

場
　
所

役
場
二
階農

林
研
修
室

○
演
題
「
人
の
命
を
大
切
に

警
察
の
立
場
か
ら
」

講
師

沼
田
警
察
署
尾
瀬
交
番
所
長

横
　
堀
　
明
　
司
氏

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
沼
田
で
は
、
来
春

三
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
（
中

学
・
高
校
・
大
学
等
）
を
募
集
す
る

事
業
主
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
求
人

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し

平
成
十
八
年
三
月
新
規
学
校
卒
業

予
定
者
を
募
集
す
る
事
業
主
の
皆
様

へ
の
求
人
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

ま
す
。
新
卒
者
の
募
集
を
予
定
し
て

い
る
事
業
主
の
皆
様
方
は
、
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
十
七
年
六
月
十
日
（
金
）

午
後
２
時
か
ら

場
所

利
根
沼
田
文
化
会
館

沼
田
市
上
原
町
一
八
〇
一
―
一

お
問
合
わ
せ
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
沼

田
（
公
共
職
業
安
定
所
）

1
〇
二
七
八
（
二
二
）
八
六
〇
九

学
卒
係
ま
で

○
受
験
資
格

昭
和
六
十
年
四
月
二
日
〜

昭
和
六
三
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
者

○
試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

○
受
験
申
込
期
間

六
月
二
一
日
〜
二
八
日

（
申
込
書
は
五
月
九
日
か
ら
沼
田
税

務
署
等
で
配
布
さ
れ
ま
す
）

○
お
問
い
合
わ
せ
先

関
東
信
越
国
税
局
人
事
　
第
二
課

1
０
４
８
―
６
０
０
―
３
１
１
１

掲示の流れ

新たに掲示すべき項目がある場合

県知事への届出
（保健福祉事務所）

５／２４施行

掲示表の作成・掲示
５月24日までに掲示

・掲示の場所は施設内の見やすい場所
に掲示と定められています。

・追加掲示項目のいずれも行っていな
い場合は新たに届出・掲示の書き換
えをしなくてかまいません。

届出書の様式・県内統一掲示モデル
〈掲載先〉http://www.pref.gunma.jp/
bukyoku/hoken.htm内の「温泉の
掲示について」

a
a

a

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所
開
設
及
び

記
念
行
事
（
講
演
会
）
開
催
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
で
も
、
常
時

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
片
品
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
で
す
。

星
　
野
　
幸
　
市

1

五
八
―
二
六
〇
五

小
山
内
　
義
　
友

1

五
八
―
二
六
一
四

注　意



萩
原
　
　
享
　
男
　
悠
　
斗
　
土
　
出

(((

◆
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
一
人

三
月
二
十
日
〜
四
月
十
九
日

将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H16．６．25生）

川合　憲・美孔さん（鎌田）のお子さん

命名

菜々海父親は海の近くで
育ち、母親は山の近
くで育ったので、海
と山のイメージのあ
る名前の候補を出
し、画数を調べたと
ころ「菜々海」に決
めました。海を「か」
と読ませるのがみ
そ。

とにかく健康で思
いやりのあるやさし
い人になってほしい
です。

な な か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http：

//w
w
w
.vill.katashina.gunm

a.jp/
F
ax  0

2
7
8
（
5
8
）
2
1
1
0

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

印
刷
／
利
根
印
刷
所

編集／片品村役場むらづくり観光課　 〒378-0498 群馬県利根郡片品村大字鎌田3967-3 10278（58）2112
Eメールアドレス　kanko@vill.katashina.gunma.jp

５月21日（土）内田病院
22日（日）国立沼田病院
28日（木）沼田脳神経外科
29日（日）利根中央病院

６月４日（土）月夜野病院

６月５日（木）内田病院
11日（土）国立沼田病院
12日（日）沼田脳神経外科
18日（土）利根中央病院
19日（日）月夜野病院

◆休日の病院◆

12

国民健康保険税 第　２　期
固 定 資 産 税 第　１　期
水　　道　　料　 ４・５月分
軽自動車税・自動車税
納期は５月31日（火）です

今月の�
  納期は�

No.107
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窓
　
口
　
か
　
ら�

◆
結
婚
さ
れ
た
方
々
　
三
組

○
星
　
野
　
　
　
彰

土
　
出

○
千
　
明
　
京
　
子

築
　
地

○
塩
　
川
　
　
　
学

長
野
県

星
　
野
　
光
　
子

菅
　
沼

○
千
　
明
　
一
　
也

築
　
地

藤
　
井
　
亜
　
実

沼
田
市

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
二
人

千
明
　
武
夫
　
七
三
歳
　
摺
　
渕

吉
野
志
や
う
　
九
五
歳
　
越
　
本

■父　荘次　　母　幸代
■職業は何ですか：片品小学校に勤務しています。
■趣味は何ですか：和太鼓、アロマテラピー　
■片品をどう思いますか？、又、どうしたいですか
：四季を肌で感じることができる、美しい自然がと
ても魅力的であります。その中で人と人とが助け合
い、話し合い、ふれあいの心を持って暮らしている、
一つの『家族』のような温かさを感じます。また、
子どもたちも明るく、素直で、地の利を得ながら育
っている様子が伺えとても頼もしいです。

■好きな異性のタイプ：優しく、子ども好きの人が理
想です。

５
／
18

尾
瀬
山
開
き

５
／
20
〜
鳩
待
峠
車
両
規
制

５
／
21
〜
白
根
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
運
転

６
／
３
〜
神
六
峠
開
通

６
／
11
〜
武
尊
牧
場
夏
山
リ
フ
ト
運
転

６
／
19

武
尊
１
５
０
０
m
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
つ
つ
じ
祭
り

笠原さゆり さ
ん 鎌田（23才）

かさ はら

ゆ
う
　
　
と

前
鍛
冶
屋
地
区
の
お
祭
り
で
、

四
月
十
四
日
に
当
番
宅
で
念
仏
を

唱
え
、
十
五
日
に
は
赤
飯
を
炊
い

て
神
社
を
清
掃
、
午
後
二
時
に
は

全
員
で
お
参
り
し
た
後
宴
が
始
ま

り
ま
し
た
。
和
歌
山
の
熊
野
神
社

か
ら
授
か
っ
た
と
い
う
ご
神
体
が

奉
ら
れ
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
情
報

金
精
道
路
開
通

四
月
二
十
五
日
（
月
）
金
精
道
路
の
開

通
式
典
が
、
大
勢
の
来
賓
を
迎
え
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

道
路
の
周
り
に
は
ま
だ
積
雪
が
あ
り
、

尾
瀬
太
鼓
の
演
奏
と
雪
景
色
で
通
過
す
る

観
光
客
を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

快晴のなかハサミを入れる関係者

四
月
三
日
か
ら
九
日
ま
で
沼
田
市
営

球
場
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
学
童
軟
式

野
球
群
馬
県
大
会
利
根
沼
田
支
部
予
選

会
に
お
い
て
、
片
少
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が

優
勝
し
、
利
根
沼
田
の
代
表
と
し
て
、

県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

県
営
敷
島
球
場
で
開
催
さ
れ
た
県
大

会
で
は
、
四
月
二
十
四
日
の
一
回
戦
で

吾
妻
代
表
の
嬬
恋
リ
ト
ル
ビ
ッ
キ
ー
ズ

と
対
戦
し
十
四
対
八
で
降
し
二
回
戦
ま

で
勝
ち
進
み
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
新

田
代
表
の
大
原
少
年
野
球
会
に
二
対
四

の
僅
差
で
敗
退
し
ま
し
た
。

現
在
の
チ
ー
ム
で
は
初
の
県
大
会
出

場
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
個
々
の
力

を
出
し
切
れ
た
こ
と
に
全
員
、
満
足
の

面
持
ち
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
県
大
会
出
場
を
め
ざ

し
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

県大会出場を決めた日の笑顔

片
少
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
県
大
会
に
出
場

お
熊
ん
さ
ま

●自動車税も役場出納室でもお預かりします●




